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高
等
教
育
無
償
化
の
署
名
を
提
出

高
等
教
育
無
償
化
の
署
名
を
提
出

　

日
本
共
産
党
大
阪
府

委
員
会
は
高
学
費
、
奨

学
金
返
済
に
苦
し
む
府
民

の
声
を
聞
く
た
め
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
み
、

１
２
４
７
人
か
ら
回
答
を

え
ま
し
た
。
高
等
教
育
無

償
化
に
向
け
、
２
月
７
日
、

高
等
教
育
無
償
化
を
求
め
文
科
省
と
交
渉

高
等
教
育
無
償
化
を
求
め
文
科
省
と
交
渉

参
加
者
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
か
ら

参
加
者
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
か
ら

学
生
か
ら
親
、
祖
父
母
世
代
ま
で
連
鎖

学
生
か
ら
親
、
祖
父
母
世
代
ま
で
連
鎖

文
科
省
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の

声
と
３
６
８
２
人
の
要
望

署
名
を
届
け
ま
し
た
。
た

つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
元
参
議

院
議
員
、
清
水
た
だ
し
前

衆
議
院
議
員
、
地
方
議
員
、

高
校
生
・
大
学
生
、
保
護

者
ら
35
人
が
参
加
。
高
槻・

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
学
費

に
つ
い
て
80
％
が
「
と
て

も
高
い
」、15
％
が
「
高
い
」

と
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
（
内
容
は
下

記
の
通
り
）。

　
こ
の
春
か
ら
大
学
生
に

な
る
高
校
生
か
ら
は
「
母

子
家
庭
で
お
金
に
余
裕

が
な
い
。
奨
学
金
を
借

り
、
生
活
費
は
ア
ル
バ
イ

ト
で
稼
ぐ
」「
４
人
き
ょ

島
本
地
区
か
ら
は
き
よ
た

議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

交
渉
に
は
、
宮
本
た
け
し

衆
議
院
議
員
や
山
下
よ
し

き
参
議
院
議
員
が
同
席
し

ま
し
た
。

学費
負担

う
だ
い
で
、
妹
は
ま
だ
高

１
。
親
は
相
当
な
額
の

教
育
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
い

る
。
教
育
費
の
無
償
化
は

実
現
で
き
な
い
の
か
」
と

次
々
切
実
な
思
い
が
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。
文

科
省
は
「
令
和
７

年
（
２
０
２
５
年
）

か
ら
、（
子
ど
も

を
３
人
以
上
扶
養

す
る
）
多
子
世
帯

の
学
生
に
対
し

て
、
大
学
等
の
授

業
料
・
入
学
金
を

所
得
制
限
な
く
無

償
化
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

た
つ
み
元
参
議
院

議
員
は
「
無
償
化

と
な
る
の
は
、
３

人
を
扶
養
し
て
い

る
間
の
話
だ
。
上

の
き
ょ
う
だ
い
が

親
の
扶
養
か
ら
外

れ
る
と
３
人
目
の

子
ど
も
は
無
償
化

の
対
象
か
ら
外
れ

る
」
と
批
判
。
日

本
は
国
連
人
権
規

約
を
批
准
し
て
お

り
、
学
費
無
償
化

は
日
本
政
府
の
国

際
公
約
だ
と
訴
え

ま
し
た
。

要望項目
１．国の助成で、ただちに国公私
立すべでの授業料（大学・短大・
専門学校）を半額にすること

２．大学・短大・専門学校の入学
金をなくすために、国は必要
な措置をとること

３．本格的な給付型奨学金（75万
人に自宅生月4万円、自宅外
生月8万円）をつくること

４．国が拠出して、貸与奨学金の
返済を半額免除すること

５．高学費が国民生活に与える影
響について調査すること

高槻市民の声高槻市民の声 〇
奨
学
金
を
月
額
12
万
円
借
り
る

が
生
活
で
き
ず
、
コ
ン
ビ
ニ
で

週
５
日
バ
イ
ト
し
て
い
る
。

〇
学
費
が
払
え
ず
大
学
進
学
を
諦

め
た
。
大
変
悔
し
か
っ
た
。

〇
薬
学
部
に
合
格
し
た
が
、
奨
学

金
な
ど
は
後
払
い
の
た
め
、
入

学
金
納
入
が
不
可
能
で
、
進
学

と
夢
を
諦
め
た
。

〇
奨
学
金
を
借
り
た
く
な
か
っ
た

の
で
バ
イ
ト
を
３
つ
掛
け
持
ち

し
、
学
校
は
寝
に
行
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

〇
祖
父
母
の
支
援
と
生
命
保
険
を

取
り
崩
し
た
。

〇
行
か
な
か
っ
た
大
学
に
多
額
の

入
学
金
を
支
払
う
制
度
は
詐
欺

だ
。（
例
え
ば
、
第
一
志
望
の
大

学
の
合
否
が
出
る
前
に
「
併
願

校
」
と
し
て
受
け
た
大
学
の
入

学
金
の
締
切
が
来
る
場
合
）

〇
夫
婦
で
５
０
０
万
円
の
奨
学
金

を
返
済
し
て
い
る
。

〇
返
済
が
滞
る
と
催
促
が
来
て
、

と
ん
で
も
な
い
利
息
が
雪
だ
る

ま
式
に
増
え
る
。
そ
れ
が
恐
怖

で
ス
ト
レ
ス
。

〇
学
費
を
支
払
う
た
め
に
、
母
親

の
退
職
金
を
充
て
た
。

〇
結
婚
で
き
な
い
。
自
分
の
生
活

だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
。
大
学
卒

業
時
点
で
借
金
が
あ
る
の
は
人

生
大
変
。

ア ン ケ ー ト の 声 か ら

～きよた市議の訴え～～きよた市議の訴え～
　
駅
前
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
く
れ
た
高
校
生
が

「
自
分
が
入
り
た
い
大
学
の
学
部
は
学
費
が
高
い
」

と
家
族
に
負
担
を
か
け
る
の
が
心
苦
し
い
と
言
っ

て
い
た
。
一
緒
に
い
た
友
達
に
「
小
さ
い
声
で
も

あ
げ
な
い
と
変
わ
ら
な
い
。
み
ん
な
ア
ン
ケ
ー
ト

し
よ
う
」
と
そ
の
場
で
４
人
が
記
入
し
て
く
れ
た
。

40
代
、
50
代
の
女
性
か
ら
「
経
済
的
理
由
で
大
学

に
行
け
な
か
っ
た
。
高
等
教
育
無
償
化
さ
れ
た
ら
、

今
か
ら
で
も
大
学
に
行
き
た
い
」
と
の
声
も
。
ま

た
、
母
子
家
庭
で
奨
学
金
を
借
り
て
い
る
看
護
学

生
さ
ん
か
ら
の
生
活
相
談
で
は
、
２
０
２
１
年
の

コ
ロ
ナ
禍
、「
実
習
先
の
病
院
か
ら
実
習
２
週
間
前

の
ア
ル
バ
イ
ト
は
感
染
予
防
で
禁
止
さ
れ
、
し
か

た
な
く
社
会
福
祉
協
議
会
の
コ
ロ
ナ
貸
付
を
借
り

た
」。
別
の
相
談
で
は
「
奨
学
金
の
返
済
時
期
に
息

子
が
障
が
い
者
に
な
っ
た
。
年
金
か
ら
返
し
て
い

る
」
と
の
声
も
あ
る
。
ぜ
ひ
、
学
費
無
償
化
、
返

済
免
除
の
制
度
実
現
を
。

高槻市民の声高槻市民の声
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高
等
教
育
無
償
化

府
の
保
険
料
統
一
化
方
針
で

府
の
保
険
料
統
一
化
方
針
で

値
上
げ
に

値
上
げ
に

税
金
の
使
い
道
変
え
実
現
を

税
金
の
使
い
道
変
え
実
現
を

　
２
月
７
日
の
高
等
教
育

無
償
化
実
現
を
求
め
文
科

省
と
の
交
渉
。
そ
の
後
の

懇
談
で
、
山
下
よ
し
き
参

議
院
議
員
は
「
世
界
有
数

の
経
済
大
国
で
あ
る
日
本

で
無
償
化
が
進
ま
な
い
原

因
は
、
税
金
の
使
い
方
が

間
違
っ
て
い
る
か
ら
だ
」

と
指
摘
。「
岸
田
政
権
が

軍
事
費
を
年
間
2.5
兆
円
増

や
す
政
府
予
算
案
は
、
旧

型
の
オ
ス
プ
レ
イ
や
ト
マ

ホ
ー
ク
な
ど
日
本
防
衛

と
関
係
な
い
武
器
を
購
入

し
、
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
開

発
な
ど
に
費
や
さ
れ
る
」

と
し
、「
軍
需
産
業
は
じ

め
多
額
の
政
治
資
金
が
政

界
に
流
れ
、
政
治
を
ゆ
が

め
て
い
る
」
と
批
判
。「
軍

事
費
の
増
額
分
2.5
兆
円
あ

れ
ば
、
高
等
教
育
無
償
化

や
給
食
費
無
償
化
な
ど
が

今
す
ぐ
実
現
で
き
る
」
と

強
調
。「
未
来
を
担
う
若

者
や
子
育
て
中
の
人
達

の
願
い
に
ど
ち
ら
が
沿
う

か
は
明
ら
か
。
皆
さ
ん
の

声
こ
そ
が
政
治
を
動
か

す
力
。
学
費
実
現
へ
一
緒

に
運
動
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
の
高
等
教

育
無
償
化
の
政
策
は
「
学

費
が
高
く
て
奨
学
金
を
借

り
ざ
る
を
得
な
い
」、「
生

活
費
の
た
め
に
バ
イ
ト
し

な
く
て
は
大
学
に
行
け
な

い
」
と
い
う
学
生
や
「
奨

学
金
返
済
で
結
婚
を
あ
き

ら
め
る
」
と
い
う
人
に
対

し
、
入
学
金
廃
止
、
学
費

半
額
、
75
万
人
の
給
付
金
。

返
済
半
額
免
除
を
求
め
る

も
の
で
、
実
態
に
即
し
た

も
の
で
す
。

　
次
の
時
代
を
担
う
世
代

の
学
び
の
保
障
は
必
要
な

こ
と
で
す
。
高
等
教
育
無

償
化
に
今
後
も
が
ん
ば
り

ま
す
。

高槻城公園などの整備について高槻城公園などの整備について
（北エリア）（北エリア）

　
高
槻
市
は
「
高
槻
城
の
跡
地
に
整
備
さ
れ
、
長

年
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
城
跡
公
園
を
、
芸
術

文
化
劇
場
の
整
備
に
併
せ
て
、
歴
史
的
景
観
づ

く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
高
槻
城
公
園
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
」
す
る
と
し
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

の
跡
地
と
高
槻
警
察
（
移
転
後
）
の
土
地
を
利
用

し
て
「
か
つ
て
の
高
槻
城
三
の
丸
を
再
現
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
か
ら
２
０
２
６
年

ま
で
に
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
跡
地
側
の
公
園
工
事

（
一
期
エ
リ
ア
：
土
塁
、
土
塀
、
休
憩
所
、
ト
イ
レ
、

東
屋
、
駐
車
場
な
ど
）
を
実
施
。
２
０
２
７
年
か

ら
高
槻
警
察
の
土
地
の
公
園
工
事（
二
期
エ
リ
ア
：

乾
櫓
、
高
麗
問
、
土
塁
、
土
塀
、
番
所
、
水
堀
な
ど
）

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
の
国

保
料
の
案
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
一
人
当
た
り
平
均
の

月
額
保
険
料
は
４
・
94
％
、

７
２
４
円
引
き
上
げ
の
提

案
で
す
。
３
月
市
議
会
で

決
定
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
国
保
料
は
住

民
の
生
活
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
て
市
町
村
が
設
定

し
、
低
所
得
者
へ
の
減
免

制
度
を
市
独
自
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
大
阪
府
は
全
市
町
村

で
国
保
料
の
一
本
化
、
減

免
基
準
を
府
内
で
統
一
す

る
方
針
を
２
０
１
７
年
に

決
定
。
１
人
当
た
り
平
均

月
額
保
険
料
は
２
０
１
８

年
度
と
比
べ
今
年
４
月
か

ら
は
こ
の
６
年
間
で
３
，

８
８
６
円
の
値
上
げ
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
法
で

は
、
市
町
村
が
国
保
料
を

決
め
る
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
府
は
市
町
村
で
保

険
料
決
定
、
市
独
自
の
減

免
制
度
を
認
め
、
府
と
し

て
財
政
支
出
を
行
い
保
険

料
軽
減
の
対
応
を
す
る
べ

き
で
す
。

（
２
月
５
日
の
史
跡
整
備
活
用
等
特
別
委
員
会
資
料
よ
り）


